
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   826,728
11,624,233
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６．韓国カジノ産業の対策
　本章では、カジノ産業の関係者とインタビューした内容からSWOT分析する。まず、日本
IRの否定的影響について、韓国カジノ産業の競争力の虚弱化・国富流出とギャンブル依存症の
拡大・外国人専用カジノの利用客の離脱・人材流出などをあげた。特に、海外で国富が流れ、
国内にギャンブル依存の問題を起こすことについて強調した。肯定的影響について、東アジア
におけるマーケットの拡大・韓国型IR建設への要求・日本人利用客の増加などをあげた。日本
IRのオープンが韓国カジノ産業をIRへ導くチャンスと見る見解が多い。
　次に、カジノ産業の政策では、韓国型IRの開発・カジノ産業の規制緩和・ジャンケットの活
性化・長期ビジョンなどの順で、カジノ産業は韓国マーケットに合う育成政策が必要との見解
を示した。こうした意見をまとめて韓国カジノ産業のSWOT分析をした（表21参照）。
７．終わりに
　本稿では、日本IRのオープン時期を2027年に想定し、訪日韓国人需要について予測した。1,162
万人の利用客と３兆587億ウォン（約3,500億円）の売上高の規模と算出した。予測した訪問客
表21　韓国カジノ産業のSWOT分析
強み
S1 中国・日本の地理的アクセス優秀
S2 スタッフの親切さ
S3 ディーラの熟練度
S4 高いレベルのサービス
S5 保安・安全
S6 韓流と周辺観光資源　
O1 周辺IRオープンによる刺激増加
O2 今後日本人の海外カジノ利用
O3 東アジアのハーブ
O4 韓国カジノの一部IR化
O5 カジノ産業政策の変化可能性
O6 優秀なカジノ人材の保有
W1 施設の多様性の不足
W2 少ないエンターテインメント
W3 カジノ規制政策
W4 微弱なマスマーケット誘致
W5 プレミアムマスマーケット戦略不足
W6 韓国型IRの不在
T1 マカオ・シンガポール・フィリピンIR
T2 日本IRのオープン
T3 VIPマーケットの減少
T4 海外カジノでギャンブル依存症懸念
T5 国家間の政治問題
T6 中国内での販促禁止
弱み
機会 脅威
日本IRに向けた韓国カジノ産業の対策
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は一日当たり31,847人で、前回調査（5,050人から11,590人）を遥かに上回る結果であった。
　大阪は、日韓の空路やフェリーの供給席が40％を占める。単純に計算すれば、年間465万人
が訪れることとなり、一日当たり12,739人である、2018年訪日客の中でアジア４国が73.4％を
占め、中国、韓国、台湾、香港の順である。中国系の訪日客は韓国より２倍の規模で反映すれ
ば、大阪IRは国際観光客で溢れると思われる。
　最後に、韓国カジノ産業が為すべきことは、日本IRの影響を真摯に受け止めて改革に努める
ことである。そのためには、カジノ産業に対する社会内認識の改善策や規制緩和などの見直し
を進めながら韓国型IRの建設を早急に検討すべきである。
　〔注〕
１）公営ギャンブルの過度な拡散を防ぎ、社会的な副作用を最小化するために、公営ギャンブルの全体売上高
を一定のレベルに制限する制度である。毎年、公営ギャンブルの全体規模を決めた後、種目別に売上高を配
分する。算定は、当該年度の予想する国内総生産（GDP）に売上総量目標の比率（OECD加盟国のGDP対比
の公営ギャンブル純売上高の割合）をかけて算定する。2014年から2018年まで0.540％に設定したが、2019年
からカジノ産業に外国人専用カジノの売上高を除いて、2023年まで0.619％に緩和措置した。
２）刑法第３条の韓国領土外で罪を犯した邦人に適用する。刑法第246条で単純と常習ギャンブルに分けて、単
純ギャンブルの場合は、１千万ウォン以下の罰金刑に処し、常習ギャンブルの場合は、３年以下の懲役又は
２千万ウォン以下の罰金刑に処する。特に、常習ギャンブルは、刑法第249条の規定により１千万ウォン以下
の罰金を併科することができる。一方、国外遠征ギャンブルの場合、VIP客を斡旋する募集人に対する処罰
規定はなく、為替違法取引を処罰する規定の外国為替取引法によって処罰することはできる。しかし、単純
に斡旋するだけの場合には、処罰する規定がない。
３）特定時点の特定観光地を訪問する外国人観光客の需要を推定するためにアンケート調査などを行う。しかし、
潜在観光客の意思では将来訪問する特定地域に対して楽観的に答える傾向があり、これによって過大予測を
する恐れがある。その結果を盲信すると供給施設に対する過剰投資を誘発する可能性が高いという。このよ
うな結果値を調節する理論がGruber（1970）指数である。これは新製品に対する消費者の購買意思について
実現率を調査した結果で、購買意思の100％が実現されるのではなく「必ず購入する」という積極的な意思の
75.5％、「少し購入する」という中立的な意思の31.4％が実際に購入することが分かった。こうしたGruber指
数を観光需要に活用すれば、予測の楽観的、保守的な結果が得られる。そして、Gruber指数（実行率）=（積
極的な訪問意思x 75.5％）+（中立的な訪問意思x 31.4％）の公式である。
４）需要予測の技法として、量的技法（quantitative technique）、質的技法（qualitative technique）、結合技法
（combined technique）がある。量的技法では、時系列モデルと因果モデルがあり、時系列モデルとして移動
平均法、指数平滑モデル、ARIMAモデルがある。また、因果モデルでは、回帰モデルと重力モデルがある。
ここでのHolt-Winters Modelは、量的技法である時系列モデルの指数平滑モデルの類型で季節性の変化を反
映した技法である。
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